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22000044 年年度度のの人人文文科科学学研研究究所所  

  

  

                                      人人文文科科学学研研究究所所所所長長    中中  島島  茂茂  樹樹  

  

ポポスストト冷冷戦戦世世界界でで進進行行すするるググロローーババリリゼゼーーシショョンンのの下下でで、、国国家家はは、、ググロローーババルルなな行行動動範範囲囲ををももつつ独独自自のの行行為為主主

体体ととししてて確確固固ととししたた地地位位をを占占めめるるググロローーババルル企企業業にに、、よよりり恒恒常常的的にに、、よよりり直直接接的的にに左左右右さされれるるよよううににななっってておお

りり、、彼彼ららのの利利害害はは国国家家的的政政策策のの構構想想・・立立案案・・決決定定ププロロセセススににおおいいてて決決定定的的なな影影響響をを及及ぼぼすすにに至至っってていいるる。。ググロロ

ーーババリリゼゼーーシショョンン下下のの国国家家とと経経済済ととののここののよよううなな融融合合化化にによよっってて、、国国家家のの性性格格はは、、ヴヴェェーーババーーのの定定義義ののよよううなな

「「正正当当化化さされれたた物物理理的的暴暴力力のの独独占占」」とといいうう権権力力的的なな性性格格ににととどどままららずず、、社社会会のの公公共共的的任任務務のの受受託託とといいうう側側面面がが

まますすまますす大大ききくくななっってていいるるとといいっっててよよいいがが、、ししかかしし、、他他方方でで、、そそののよよううなな条条件件ののももととでで、、政政治治とと経経済済、、文文化化とと

社社会会、、総総じじてて人人文文・・社社会会科科学学がが対対象象ととすするるももろろももろろのの領領域域ににおおいいてて、、現現代代世世界界ががああるる種種のの構構造造的的なな歴歴史史的的転転換換

ををととげげつつつつああるるここととはは否否定定ししががたたいいよよううにに思思わわれれるる。。  

人人文文科科学学研研究究所所はは、、立立命命館館大大学学のの最最もも歴歴史史ああるる研研究究所所ととししてて、、戦戦後後のの発発足足以以来来、、社社会会科科学学やや人人文文科科学学のの共共同同的的

なな諸諸研研究究をを運運営営・・組組織織しし、、そそここかからら得得らられれたた学学問問研研究究のの成成果果をを社社会会にに還還元元すするる活活動動ににもも取取りり組組んんででききたた。。2211 世世

紀紀ににおおけけるる現現代代世世界界のの構構造造的的なな歴歴史史的的転転換換期期ににおおいいててもも、、そそううししたた伝伝統統をを生生かかししななががらら、、今今日日ののググロローーババリリズズ

ムムがが、、政政治治やや経経済済、、文文化化やや社社会会のの諸諸領領域域にに生生みみ出出ししてていいるる諸諸問問題題をを、、理理論論的的にに解解明明しし続続けけてていいくくここととがが課課題題とと

ななっってていいるる。。そそののささいい、、そそれれららのの諸諸領領域域がが独独立立ししたた孤孤立立的的領領域域ででははななくく、、  互互いいにに折折りり重重ななりり結結びびつついいたた複複合合的的

なな形形をを形形成成ししてていいるるととこころろかからら、、ググロローーババリリズズムムががももたたららししたた諸諸問問題題はは、、特特定定のの専専門門分分野野のの学学問問ややそそのの方方法法論論

だだけけでではは、、当当然然解解明明すするるここととががででききずず、、諸諸学学問問ののここれれままでで以以上上のの共共同同のの営営みみをを展展開開すするるここととがが求求めめらられれてていいるる

とといいっっててよよいい。。  

人人文文科科学学研研究究所所はは、、22000044 年年度度のの中中心心的的課課題題ととししてて、、「「新新ししいい研研究究政政策策をを重重視視ししななががらら、、人人文文科科学学とと社社会会科科学学のの領領

域域をを横横断断すするる共共同同研研究究をを遂遂行行すするる基基本本姿姿勢勢をを維維持持すするるこことと、、そそししてて、、日日本本思思想想史史ととググロローーババリリズズムムのの諸諸問問題題とと

いいうう二二つつのの重重点点的的なな研研究究領領域域をを設設定定すするる」」ここととをを基基本本方方針針ととししてていいるる。。ここのの方方針針をを受受けけたた 22000044 年年度度のの重重点点的的ププ

ロロジジェェククトト研研究究ととししてて、、人人文文科科学学研研究究所所はは、、①①「「1188～～2200 世世紀紀日日本本のの前前近近代代・・近近代代型型 ddeemmooggrraapphhiicc  rreeggiimmee のの基基礎礎

研研究究――――東東北北飢飢饉饉とと疾疾病病・・死死因因・・貧貧困困構構造造把把握握」」をを研研究究課課題題ととすするる「「社社会会開開発発人人口口モモデデルル研研究究会会」」、、②②「「西西洋洋体体

験験・・ナナシショョナナルルアアイイデデンンテティィテティィ・・言言表表行行為為――――井井上上哲哲次次郎郎へへののアアププロローーチチ」」をを研研究究課課題題ととすするる「「哲哲学学・・思思想想

史史研研究究会会」」、、③③「「暴暴力力論論のの基基礎礎考考察察」」をを研研究究課課題題ととすするる「「暴暴力力論論研研究究会会」」をを稼稼働働ささせせてていいるる。。  

  現現代代世世界界ににおおけけるる構構造造的的なな歴歴史史的的転転換換期期をを画画すするる今今日日のの時時点点ににああっってて、、人人文文・・社社会会科科学学はは、、いいかかななるる内内容容おお

よよびび手手続続ききにによよっってて刷刷新新さされれるるべべききかか。。そそここででののフフロロンンテティィアア、、ととりりわわけけ芽芽生生ええつつつつああるる新新ししいい動動向向をを解解明明しし、、

大大胆胆なな問問題題提提起起とと刷刷新新をを通通ししてて人人文文・・社社会会科科学学のの諸諸領領域域かかららのの回回答答をを試試みみるるこことと、、ここれれがが人人文文科科学学研研究究所所にに求求

めめらられれてていいるる今今日日的的課課題題ででああるるとといいっっててよよいいででああろろうう。。  
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22000033 年年度度研研究究会会ままととめめ  

  

公公共共研研究究会会  

「「公公共共研研究究会会」」――――22000033 年年度度研研究究活活動動ののままととめめ  

ⅠⅠ  『『新新ししいい公公共共性性』』（（有有斐斐閣閣））のの概概要要とと反反響響  

「「公公共共研研究究会会」」はは、、22000000 年年度度ににはは 1100 回回、、22000011 年年度度ににはは 1100 回回のの研研究究会会のの成成果果ををふふままええてて、、22000033 年年 33 月月にに

立立命命館館大大学学人人文文科科学学研研究究所所研研究究叢叢書書第第 1166 輯輯ととししてて、、『『新新ししいい公公共共性性』』をを出出版版ししたた。。研研究究会会のの共共通通のの問問題題関関

心心はは、、次次ののよよううななももののででああっったた。。  

  

「「『『新新ししいい公公共共性性』』ととはは、、どどののよよううなな形形、、どどののよよううなな内内容容ををももつつももののかか。。  

    ままととももなな社社会会がが存存続続ししううるるたためめににはは、、時時代代ににふふささわわししいい『『公公共共性性』』がが構構築築さされれねねばばななららなないい。。ににももかか

かかわわららずず、、わわがが国国でではは現現在在、、『『官官』』にによよるる『『公公共共』』のの独独占占がが大大ききくく揺揺ららぐぐ一一方方、、そそれれにに取取っってて代代わわるるべべきき『『市市

民民的的公公共共性性』』ももななおお未未成成熟熟でで、、政政治治・・社社会会・・経経済済のの諸諸傾傾城城かからら『『公公共共性性』』をを問問うう緊緊張張感感がが失失わわれれててししままっっ

たた観観ががああるる。。  

    『『新新ししいい公公共共性性』』ははいいかかななるる内内容容・・手手続続ききにによよっってて形形成成さされれるるべべききかか。。そそここででののフフロロンンテティィアア、、ととりり

わわけけ芽芽生生ええつつつつああるる新新ししいい動動向向をを解解明明しし、、人人文文・・社社会会科科学学諸諸領領域域かかららのの解解答答をを試試みみるる。。」」  

  

  幸幸いいににししてて、、現現代代のの人人文文・・社社会会科科学学諸諸領領域域のの理理論論動動向向とと正正面面かかららママッッチチンンググししたたここととももああっってて、、ささままざざ

ままなな学学問問領領域域でで大大ききなな反反響響をを呼呼びび、、出出版版後後直直ちちにに第第 22 刷刷をを発発行行すするる運運びびととななっったた。。ちちななみみにに、、ここれれままででのの

発発行行ししたた立立命命館館大大学学人人文文科科学学研研究究所所研研究究叢叢書書ににおおいいてて、、第第 22 刷刷をを発発行行ししたたののはは、、ここのの『『新新ししいい公公共共性性』』をを

ももっってて嚆嚆矢矢ととすするる。。  

  

ⅡⅡ  22000033 年年度度のの研研究究活活動動ののままととめめ  

  人人文文科科学学研研究究所所のの「「公公共共研研究究会会」」はは、、そそのの研研究究のの延延長長線線上上ににおおいいてて、、22000022 年年度度かからら、、「「公公共共政政策策シシスステテ

ムムのの再再編編とと新新ししいい公公共共空空間間のの形形成成――――人人文文・・社社会会科科学学のの革革新新」」とといいううテテーーママでで文文部部科科学学省省科科学学研研究究費費補補助助

金金をを取取得得すするるととこころろととななっったた。。そそここでで、、人人文文科科学学研研究究所所のの研研究究会会とと科科研研のの研研究究会会ととををドドッッキキンンググすするる形形でで、、

22000033 年年度度ににはは次次ののよよううななテテーーママおおよよびび報報告告者者ののももととにに計計 1111 回回のの研研究究会会をを重重ねね、、研研究究会会のの会会報報もも発発行行ししてて

ききてていいるる。。  

  

44//2255  公公共共圏圏モモデデルルかからら見見たたアアメメリリカカメメデディィアア産産業業  産産業業社社会会学学部部教教授授  伊伊藤藤武武夫夫  

55//22  必必要要とと公公共共圏圏：：セセンンとと差差異異のの政政治治  東東京京都都立立大大学学  山山森森亮亮  

55//33  分分配配ににつついいてて//承承認認ににつついいてて  東東京京都都立立大大学学  山山森森亮亮  

55//2233  市市民民社社会会概概念念とと歴歴史史認認識識－－ﾕﾕﾙﾙｹｹﾞ゙ﾝﾝｺｺｯｯｶｶのの所所説説をを中中心心ととししてて 産業業社社会会学学部部教教授授  松松葉葉正正文文  

66//2277  新新ししいい公公共共性性ととアアソソシシエエーーシショョンン合合評評会会第第１１弾弾  大大阪阪経経済済大大学学  田田畑畑稔稔  

 産
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77//1111  公公共共性性問問題題とと政政治治経経済済学学へへのの新新展展開開へへののココメメンントト  

合合評評会会第第２２弾弾  

京京都都大大学学大大学学院院  

経経済済学学部部研研究究科科教教授授  
八八木木紀紀一一郎郎  

77//2255  新新ししいい公公共共性性そそののフフロロンンテティィアア合合評評会会第第３３弾弾  政政策策科科学学部部助助教教授授  森森裕裕之之  

99//2266  憲憲法法学学ににおおけけるる主主観観性性とと客客観観性性  法法学学部部教教授授  中中島島茂茂樹樹  

1100//2244  市市民民的的公公共共性性とと公公益益事事業業  北北海海学学園園大大学学経経済済学学部部教教授授  小小坂坂直直人人  

1111//2288  1199 世世紀紀ドドイイツツのの協協会会組組織織ににみみらられれるる＜＜個個とと共共同同性性＞＞  

ににつついいてて－－トトゥゥルルネネンン協協会会のの事事例例をを中中心心にに－－  
産産業業社社会会学学部部教教授授  有有賀賀郁郁敏敏  

11//2233  イイギギリリススのの福福祉祉行行財財政政改改革革のの動動向向－－福福祉祉のの公公私私間間関関係係  

ににおおけけるる公公共共性性ををめめぐぐっってて－－  
産産業業社社会会学学部部教教授授  山山本本隆隆  

  

  以以上上ののううちち、、田田畑畑稔稔、、八八木木紀紀一一郎郎おおよよびび森森裕裕之之のの各各教教授授のの報報告告ににかかかかるる研研究究会会はは、、上上記記『『新新ししいい公公共共性性』』

のの合合評評会会ととししてて組組織織さされれ、、研研究究会会メメンンババーー以以外外のの方方々々にによよるる批批判判的的検検討討をを仰仰いいだだももののででああるる。。研研究究会会のの運運

営営をを 44 人人のの幹幹事事会会メメンンババーーにによよるる民民主主的的なな合合意意でで決決定定すするるここととととししたたこことと、、ままたた、、研研究究会会をを第第 44 金金曜曜日日のの

1155～～1188 時時とと固固定定しし、、報報告告者者ととそそののテテーーママもも 33 ｶｶ月月前前ににはは確確定定すするるよよううににつつととめめたたたためめ、、各各研研究究会会ととももおおおお

むむねね盛盛況況ででああっったた。。  

  ななおお、、「「公公共共研研究究会会」」はは、、人人文文科科学学研研究究所所のの研研究究会会ととししててはは、、本本年年度度でで終終了了のの運運びびととななるるがが、、上上記記科科研研のの

研研究究会会ととししててはは、、22000044 年年度度もも引引きき続続きき継継続続のの予予定定ででああるる。。（（公公共共研研究究会会世世話話人人：：法法学学部部教教授授  中中島島茂茂樹樹））  

  

  

日日本本型型社社会会研研究究会会  

本本年年度度はは、、ププロロジジェェククトト研研究究三三年年目目。。最最終終年年でであありり、、アアジジアアかからら見見たた「「日日本本型型」」社社会会とといいうう国国際際学学術術研研究究

会会開開催催をを総総括括研研究究会会にに位位置置づづけけ、、ままたた、、「「日日本本型型」」社社会会研研究究にに多多大大のの影影響響をを与与ええててききたた著著名名なな研研究究者者をを招招請請

ししててのの研研究究会会開開催催ににもも努努めめててききたた。。本本年年度度にに開開催催さされれたた研研究究会会はは、、以以下下のの通通りりででああるる。。  

  

55//3300  「「神神道道」」（（いいわわゆゆるる「「日日本本のの宗宗教教」」））とといいうう言言説説ををめめぐぐっっ

てて  
文文学学部部教教授授  桂桂島島宣宣弘弘  

66//2277  留留学学生生のの「「日日本本社社会会」」観観、、「「日日本本社社会会」」のの留留学学生生観観  千千葉葉大大学学助助教教授授  見見城城悌悌治治  

77//2255  朝朝鮮鮮後後期期儒儒学学のの展展開開とと徳徳川川日日本本後後期期水水戸戸学学  文文学学研研究究科科博博士士後後期期課課程程  李李豪豪潤潤  

99//2266  現現代代日日本本企企業業社社会会のの歴歴史史的的位位置置  経経営営学学部部教教授授  長長島島修修  

1100//2255  国国際際学学術術研研究究会会  

近近世世東東アアジジアアのの思思想想ををめめぐぐるる諸諸問問題題  

朝朝鮮鮮朱朱子子学学とと京京都都のの学学問問  

韓韓国国かからら見見たた日日本本のの文文化化  

韓韓国国かからら見見たた日日本本のの社社会会  

文文学学部部教教授授  

ＣＣＯＯＥＥ研研究究員員  

大大韓韓民民国国東東西西大大学学校校教教授授  

大大韓韓民民国国済済州州大大学学校校教教授授  

桂桂島島宣宣弘弘  

石石黒黒衛衛  

李李元元範範  

趙趙誠誠倫倫  

1122//1199  ググロローーババルル時時代代のの日日本本行行政政学学：：そそのの固固有有性性とと国国際際性性  法法学学部部教教授授  堀堀雅雅晴晴  
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77//2255  新新ししいい公公共共性性そそののフフロロンンテティィアア合合評評会会第第３３弾弾  政政策策科科学学部部助助教教授授  森森裕裕之之  

11//1166  戦戦時時期期「「東東亜亜」」論論のの臨臨界界  神神戸戸大大学学助助教教授授  宇宇野野田田尚尚哉哉  

22//2277  １１９９世世紀紀ににおおけけるる中中華華世世界界のの変変容容とと出出版版文文化化  神神戸戸市市外外国国語語大大学学助助教教授授  長長志志珠珠絵絵  

33//1199  徳徳川川慶慶喜喜のの世世界界認認識識体体系系  文文学学研研究究科科博博士士後後期期課課程程  奈奈良良勝勝司司  

33//1199  日日本本型型社社会会のの意意義義おおよよびびそそのの形形成成根根拠拠ににつついいてて  

－－国国制制史史・・法法制制史史学学のの立立場場かかららのの一一考考察察  
東東京京都都立立大大学学法法学学部部教教授授  水水林林彪彪  

  

そそれれぞぞれれのの研研究究会会のの内内容容ににつついいててはは、、『『「「日日本本型型社社会会」」研研究究会会会会報報』』ととししててテテーーププ起起ここししにによよるる報報告告をを行行っっ

ててききたた。。ななおお、、三三年年間間のの研研究究成成果果ににつついいててはは、、22000044 年年中中にに、、『『いいまま「「日日本本型型社社会会」」をを問問いい直直すす』』とと題題ししてて、、

単単行行本本ととししてて、、文文理理閣閣かからら出出版版さされれるる予予定定ででああるる。。（（研研究究代代表表者者：：文文学学部部教教授授  桂桂島島宣宣弘弘））  

  

  

  

近近代代日日本本思思想想史史研研究究会会  

  近近代代日日本本思思想想史史研研究究会会はは、、１１９９５５７７年年かからら活活動動をを始始めめたた４４７７年年間間ににわわたたるる伝伝統統をを持持つつ研研究究会会ででああるる。。そそ

のの間間にに近近代代日日本本思思想想史史研研究究会会でではは、、数数々々のの成成果果をを発発表表ししててききたたがが、、ここここ十十年年以以上上はは人人文文研研のの単単独独ののププロロジジ

ェェククトトととししてて活活動動ししててききてていいるる。。そそししてて２２００００１１～～２２００００３３年年度度ににかかけけててはは、、人人文文研研所所属属ＢＢププロロジジェェククトト

ととししてて「「２２００世世紀紀日日本本のの戦戦争争とと文文化化･･社社会会」」ののテテーーママをを掲掲げげてて研研究究ししててききたた。。ここのの研研究究テテーーママはは、、近近代代日日本本

のの戦戦争争とと軍軍事事のの歴歴史史ののももののをを扱扱ううとといいううよよりり、、むむししろろ近近代代日日本本のの軍軍事事的的ななももののとと、、社社会会やや文文化化、、ささららににはは

運運動動ととのの関関わわりりをを取取りり上上げげよよううとといいううももののででああっったた。。つつままりりそそここでではは,,戦戦争争のの問問題題がが市市民民社社会会レレベベルルのの変変容容

とと結結びび付付けけてて考考察察さされれ、、戦戦争争やや平平和和ををめめぐぐるる社社会会･･文文化化集集団団やや諸諸思思想想がが扱扱わわれれてていいるるののででああるる。。別別のの言言いい方方

ををすすれればば､､そそここでではは軍軍事事動動員員をを支支ええたたりり、、逆逆にに軍軍事事動動員員のの流流れれにに抗抗っったたりりすするる、、ささままざざままなな諸諸潮潮流流がが取取りり上上

げげらられれてていいたた。。  

  本本年年度度にに関関ししててはは、、ここののププロロジジェェククトトののテテーーママにに関関連連ししてて全全部部でで７７回回、、１１１１本本のの報報告告（（夏夏季季､､春春季季のの集集中中

研研究究会会ががそそれれぞぞれれ３３本本ずずつつ））ががおおここななわわれれたた。。そそししててささららににププロロジジェェククトトのの３３年年間間のの研研究究のの成成果果をを、、『『立立命命

館館大大学学人人文文科科学学研研究究所所紀紀要要』』８８２２号号（（22000033 年年 1122 月月））にに「「特特集集・・近近代代日日本本のの軍軍事事動動員員とと抵抵抗抗」」とと題題ししてて発発

表表ししたた。。ここのの特特集集号号にに掲掲載載さされれたた論論文文はは全全部部でで６６本本ででああるるがが、、ここれれ以以外外ににもも、、『『立立命命館館大大学学人人文文科科学学研研究究所所

紀紀要要』』８８００号号､､８８１１号号にに先先行行ししてて、、各各１１本本ずずつつのの本本ププロロジジェェククトトのの研研究究のの成成果果がが発発表表さされれてていいるる。。  

  ささてて今今回回、、近近代代日日本本思思想想史史研研究究会会はは、、大大学学全全体体のの研研究究組組織織再再編編のの一一環環ととししてて、、単単独独ののププロロジジェェククトトししてて

はは解解散散すするるここととととななっったた。。たただだしし来来年年度度以以降降はは、、新新設設のの哲哲学学･･思思想想史史研研究究会会のの一一部部会会ととししてて、、そそのの活活動動がが継継

承承さされれるるここととととななるる見見込込みみででああるる。。ここのの哲哲学学･･思思想想研研究究会会ににおおけけるる近近代代日日本本思思想想史史研研究究部部会会のの課課題題ととししててはは、、

新新にに近近代代日日本本史史学学史史のの研研究究をを中中心心課課題題にに置置ききななががらら、、従従来来どどおおりり日日本本近近現現代代史史全全体体のの問問題題をを広広くく取取りり上上げげ

てていいここううかかとと考考ええてていいるる。。ここのの研研究究課課題題のの転転換換のの橋橋渡渡ししととししてて、、最最後後ととななるる３３月月のの春春季季集集中中研研究究会会でではは、、

史史学学史史関関連連のの報報告告をを２２本本準準備備ししたた。。今今後後とともも可可能能なな限限りりはは、、日日本本近近現現代代史史にに関関すするる継継続続ししたた研研究究をを展展開開しし

てていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。（（研研究究代代表表者者：：法法学学部部教教授授  赤赤澤澤史史朗朗））  
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ススララムム地地区区住住民民のの適適応応研研究究会会  

本本研研究究会会はは、、４４月月初初旬旬にに本本研研究究会会のの中中心心メメンンババーーがが会会議議をを持持ちち、、年年間間ののススケケジジュューールル等等をを議議論論ししたた。。本本研研

究究会会のの中中心心メメンンババーーがが申申請請ししてていいたた科科学学研研究究費費補補助助金金（（基基盤盤研研究究((AA))((22))））がが本本年年度度かからら３３年年間間のの予予定定でで与与

ええらられれるるここととににななっったた。。２２００００３３年年度度のの前前半半ににはは次次ののよよううななタタイイトトルルのの報報告告をを外外部部のの４４人人のの研研究究者者ににししてて

いいたただだいいたた。。「「都都市市住住民民ととししててのの難難民民 イインンドド・・デデリリーーににおおけけるる東東パパキキススタタンン難難民民のの土土地地獲獲得得戦戦略略とと適適応応 」」

（（中中谷谷哲哲也也・・奈奈良良県県立立大大学学、、４４月月２２６６日日））、、「「貧貧困困とと出出稼稼ぎぎーー中中国国内内陸陸農農村村のの経経済済構構造造とと労労働働力力移移動動 」」（（石石

田田浩浩・・関関西西大大学学、、５５月月 3311 日日））、、「「チチリリ・・ササンンチチャャゴゴににおおけけるる都都市市貧貧困困層層のの暮暮ららししとと貧貧困困克克服服ププロロジジェェククトト」」

（（内内藤藤順順子子・・九九州州大大学学大大学学院院））、、「「パパキキススタタンンののススララムム開開発発問問題題ににおおけけるる社社会会的的弱弱者者へへののアアププロローーチチ検検討討 被被

差差別別階階層層住住民民のの開開発発にに対対すするる道道筋筋ととははーー」」（（森森川川真真樹樹・・東東京京大大学学大大学学院院））。。  

夏夏季季休休暇暇中中にに、、中中心心メメンンババーーははススララムムのの自自生生的的リリーーダダーーにに関関すするる海海外外調調査査をを実実施施ししたた。。秋秋以以降降はは、、夏夏季季調調

査査のの資資料料整整理理をを各各人人がが行行いい、、ププロロジジェェククトト研研究究会会ととししててのの公公式式のの研研究究会会はは開開催催さされれてていいなないい。。本本ププロロジジェェ

ククトトのの成成果果ととししててははここれれままででにに公公表表さされれててききたたがが、、最最終終年年度度ののももののととししてて、、人人文文科科学学研研究究所所紀紀要要 NNoo..8833 にに

「「特特集集  ススララムム地地区区のの形形成成、、ククリリアアラランンスス計計画画、、そそししてて自自生生的的リリーーダダーー」」をを組組ままししてて頂頂いいたた。。今今ププロロジジェェ

ククトト研研究究をを終終了了ししててももススララムムやや貧貧困困研研究究をを継継続続ししてていいくくがが、、11９９９９４４年年度度かからら開開始始ししたた課課題題別別研研究究会会をを含含めめ

てて１１４４年年間間ににわわたたりり、、人人文文科科学学研研究究所所のの後後援援ででススララムム研研究究にに取取りり組組めめたたここととをを研研究究会会会会員員一一同同感感謝謝ししてていい

るる。。（（研研究究代代表表者者：：文文学学部部教教授授  江江口口信信清清））  
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研研究究会会開開催催報報告告    

  

  

ププロロジジェェククトト研研究究会会●●  

  

BBⅠⅠ  「「井井上上哲哲次次郎郎」」研研究究会会  

第第１１回回（（２２００００４４．．６６．．４４））  

テテーーママ：：「「西西洋洋体体験験・・ナナシショョナナルルアアイイデデンンテティィテティィ・・言言表表行行為為」」  

――井井上上哲哲次次郎郎へへののアアププロローーチチ――  

報報告告者者：：日日本本女女子子大大学学助助教教授授    磯磯前前  順順一一氏氏  

  

＜＜報報告告のの要要旨旨＞＞  

井井上上哲哲次次郎郎はは、、学学問問的的起起源源のの有有りり様様をを問問題題ととすするる際

、、問問題題ととさされれててききたた人人物物ででああるるとといいええるる。。確確かかにに、、

井井上上はは人人文文科科学学がが分分節節化化ししてていいくく明明治治中中期期、、ままささにに

そそののたただだ中中ににああっったた知知識識人人でであありり、、ここれれままででもも国国家家

ののイイデデオオロローーググ、、ドドイイツツ哲哲学学のの輸輸入入にによよるる日日本本思思想想

史史学学のの確確立立者者、、姉姉崎崎正正治治にに続続くく比比較較宗宗教教学学のの前前史史にに

位位置置づづけけらられれるる人人物物ととししてて捉捉ええらられれててききたた。。近近年年のの

国国民民国国家家論論のの議議論論にに立立ちちつつつつもも、、島島薗薗進進・・磯磯前前のの研研

究究もも、、そそのの流流れれのの中中ににああっったたとといいええるる。。 

際

にに

 

井井上上研研究究ののここれれままででのの問問題題をを考考ええるるたためめににもも、、ここここ

でではは国国民民国国家家論論のの現現下下のの問問題題ににつついいてて検検討討ししててみみ

たたいい。。ままずず、、第第一一にに、、最最近近のの国国民民国国家家論論はは、、専専ららササ

イイーードド・・ボボヴヴズズボボウウムム流流のの「「創創造造」」のの側側面面にに注注目目すす

るるももののでで、、実実はは、、アアンンダダーーソソンンのの「「想想像像」」のの点点ががほほ

ととんんどど検検討討さされれててここななかかっったたとといいわわななけけれればばなならら

なないい。。第第二二にに、、国国民民国国家家論論はは、、「「均均質質」」なな国国民民ににのの

みみ注注目目しし、、同同時時にに生生成成さされれるる「「差差異異」」にに関関わわるる問問題題

をを等等閑閑視視ししててききたた。。そそししてて、、第第三三にに、、「「内内部部」」とと「「外外

部部」」のの問問題題ががああるる。。国国民民国国家家論論でではは、、「「内内部部」」がが問問

題題ととさされれてていいるるここととはは周周知知のの通通りりだだがが、、そそももそそもも

「「内内部部」」とと同同時時にに定定義義づづけけらられれるる「「外外部部」」ととはは何何かか、、

ああるるいいははそそももそそももそそううししたた境境界界ががどどののよよううにに形形成成

さされれてていいくくののかかがが検検討討さされれてていいくく必必要要ががああるる。。  

井井上上研研究究ののテテキキスストトはは、、ここううししたた視視点点かからら再再検検討討ささ

れれるるべべきき恰恰好好ののテテキキスストトででああるるとといいええるる。。テテキキスストト

にに回回収収さされれなないい「「余余白白」」やや「「せせめめぎぎああいい」」にに着着目目しし、、

上上述述ししたた問問題題群群にに留留意意すするるここととでで、、新新ししいい地地平平がが切切

りり開開かかれれててくくるるにに違違いいなないい。。

  

  

＜＜討討議議のの内内容容＞＞  

討討論論でではは、、ままずず磯磯前前のの『『近近代代日日本本のの宗宗教教言言説説ととそそのの

系系譜譜』』のの論論点点がが上上げげらられれたた。。そそれれがが、、磯磯前前自自身身ののいい

うう国国民民国国家家論論のの問問題題性性にに深深くく関関わわるるももののととうういいうう

よよりりもも、、学学問問的的言言説説・・学学知知にに着着目目すするるここととでで、、最最近近

のの国国民民国国家家論論がが陥陥りりややすすいい近近代代のの実実体体化化ととはは異異なな

るる有有効効なな視視点点がが提提示示さされれてていいるるとといいうう意意見見がが出出ささ

れれたた。。つついいでで、、昨昨今今のの国国民民国国家家論論のの問問題題点点、、「「創創造造」」

とと「「想想像像」」、、｢｢内内部部｣｣とと「「外外部部」」、、「「均均質質」」とと「「差差異異」」、、

「「言言説説」」とと「「言言表表」」ななどどににつついいてて意意見見交交換換ががななさされれ

たた。。磯磯前前はは、、ここううししたた問問題題をを考考ええるるにに際際ししてて、、アアンン

ダダーーソソンン、、ああるるいいははホホミミーー・・ババーーガガーー研研究究がが有有益益でで

ああるるととののべべ、、討討論論をを終終ええたた。。  

（（桂桂島島  宣宣弘弘））  

    

 
立命館大学人文科学研究所 News Letter No.22 

 7



  

 
立命館大学人文科学研究所 News Letter No.22 

 8

  

ＢＢⅠⅠ  近近代代日日本本思思想想史史研研究究会会  

第第１１回回（（２２００００４４．．６６．．１１８８））  

テテーーママ：：11995500 年年代代前前半半ににおおけけるる本本土土知知識識人人のの沖沖縄縄体体験験  

――夏夏季季現現職職教教育育講講習習会会派派遣遣講講師師をを例例にに――  

報報告告者者：：立立命命館館大大学学文文学学研研究究科科博博士士後後期期課課程程 11 回回生生    櫻櫻澤澤  誠誠  氏氏  

  

＜＜報報告告のの要要旨旨＞＞  

本本報報告告はは、、11995500 年年代代前前半半ににおおけけるる派派遣遣講講師師のの沖沖縄縄

認認識識とと「「青青年年教教員員」」認認識識をを分分析析すするるここととをを目目的的ととしし

たた。。そそのの理理由由ととししてて、、①①11995500 年年代代前前半半のの本本土土知知識識

人人全全体体のの沖沖縄縄認認識識はは概概ししてて希希薄薄ででああるる中中でで、、実実際際にに

沖沖縄縄をを体体験験ししたた派派遣遣講講師師はは特特殊殊なな存存在在ででああるるとといい

ううこことと、、②②11995500 年年代代のの復復帰帰運運動動ににおおいいてて「「青青年年教教

員員」」はは重重要要なな役役割割をを果果たたししたたがが、、講講習習会会受受講講生生はは主主

にに「「青青年年教教員員」」でであありり、、史史料料のの欠欠落落をを補補いいううるるこことと、、

がが挙挙げげらられれるる。。派派遣遣講講師師はは、、沖沖縄縄住住民民にに対対しし同同胞胞意意

識識をを示示すす一一方方、、学学者者ととししててのの分分析析的的ななままななざざししをを向向

けけ、、そそううししたたななかかでで、、本本土土とと沖沖縄縄ととのの関関係係性性のの再再確確

認認・・再再構構築築をを図図っってていいくく。。ままたた、、米米軍軍統統治治へへのの「「幻幻

想想」」もも顕顕著著だだとといいええるる。。ままたた、、「「青青年年教教員員」」にに対対しし

ててはは、、琉琉球球政政府府、、米米国国、、どどちちららのの権権力力とともも協協調調的的でで

ああるるとといいうう認認識識をを示示ししたた。。ここれれららはは、、土土地地闘闘争争前前後後

のの本本土土知知識識人人のの動動向向やや、、11995500 年年代代のの復復帰帰運運動動ににおお

けけるる「「青青年年教教員員」」のの動動向向をを考考ええるる上上でで重重要要なな論論点点でで

ああるるとといいええよようう。。

＜＜討討議議のの内内容容＞＞  

質質疑疑でではは、、ままずず、、①①論論拠拠ととななっってていいるる史史料料のの有有効効性性、、

②②派派遣遣講講師師にに焦焦点点をを当当ててるるここととのの有有効効性性ににつついいてて

議議論論ががななさされれたた。。①①ににつついいててはは、、当当時時のの新新聞聞やや文文教教

局局発発行行『『文文教教時時報報』』ななどどにに書書かかれれてていいるる内内容容はは、、米米

軍軍にによよるる言言論論統統制制下下、、及及びび政政府府発発行行紙紙とといいうう性性格格上上、、

どどのの程程度度のの信信憑憑性性ががああるるののかか。。②②ににつついいててはは、、派派遣遣

講講師師ははほほととんんどど「「無無名名のの学学者者」」でであありり、、ままたた、、厳厳しし

いい渡渡航航規規制制のの下下でで、、問問題題ななくく来来沖沖ででききたた「「無無害害」」のの

人人々々でであありり、、ここれれららのの人人をを取取りり上上げげるるここととににどどれれほほ

どどのの意意義義ががああるるののかか、、とといいっったた点点がが問問題題ととさされれたた。。

ままたた、、離離島島ななどどにに顕顕著著なな沖沖縄縄のの多多様様性性ををどどののよよううにに

ととららええたたらら良良いいののかかがが問問わわれれたた。。そそれれにに対対しし報報告告者者

はは、、多多様様性性はは意意識識ししななががららもも、、論論点点をを具具体体化化・・焦焦点点

化化すするるたためめにに沖沖縄縄本本島島のの特特にに都都市市部部ををととりりああげげてて

いいるるとと述述べべたた。。ささららににはは、、土土地地闘闘争争以以前前ににおおけけるる、、

映映画画「「ひひめめゆゆりりのの塔塔」」、、「「慰慰霊霊のの島島」」イイメメーージジににななどど

にに見見らられれるるよよううなな、、本本土土かからら沖沖縄縄へへのの注注目目のの存存在在がが

指指摘摘さされれたた。。（（櫻櫻澤澤  誠誠））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  

 
立命館大学人文科学研究所 News Letter No.22 

 9

  

BBⅡⅡ  暴暴力力論論研研究究会会  

第第１１回回（（２２００００４４．．６６．．２２５５））  

テテーーママ：：「「暴暴力力論論のの基基礎礎考考察察」」  

報報告告者者：：立立命命館館大大学学文文学学部部教教授授  谷谷  徹徹氏氏  

  

＜＜報報告告のの要要旨旨＞＞  

谷谷氏氏のの報報告告はは、、「「暴暴力力」」概概念念のの語語源源的的考考察察にに始始ままりり、、

ソソレレルル以以降降のの「「暴暴力力」」論論全全般般をを見見渡渡しし、、整整理理すするる、、

とといいうう内内容容ののももののででああっったた。。谷谷氏氏はは哲哲学学的的暴暴力力論論をを

「「社社会会的的暴暴力力論論」」（（ソソレレルル、、ベベンンヤヤミミンン、、アアーーレレンン

トト））「「生生命命的的暴暴力力論論」」（（フフロロイイトト、、ジジララーールル））「「現現象象

学学的的暴暴力力論論」」（（ハハイイデデガガーー、、レレヴヴィィナナスス、、デデリリダダ））

にに区区別別しし、、そそれれららのの問問題題設設定定のの要要点点にに触触れれななががらら、、

暴暴力力論論がが探探るるべべきき問問題題領領域域をを明明確確ににさされれたた。。  

谷谷氏氏はは、、暴暴力力概概念念のの「「根根源源的的二二重重性性」」にに注注意意をを払払いい

ななががらら、、集集団団的的次次元元とと個個人人的的次次元元のの両両面面にに渡渡っってて暴暴

力力論論をを考考察察すするる必必要要をを主主張張さされれたた。。谷谷氏氏のの報報告告はは研研

究究会会第第一一回回目目のの報報告告ととししてて、、総総論論的的概概括括ととししてて申申しし

分分ののなないい内内容容ををももつつももののでであありり、、終終了了後後出出席席者者かからら

多多くくのの質質問問がが寄寄せせらられれたた。。

  

  

＜＜討討議議のの内内容容＞＞  

総総論論的的なな内内容容をを持持つつ谷谷氏氏のの報報告告にに対対ししてて、、今今後後、、各各

論論ををどどののよよううにに形形成成ししてていいくくののかかににつついいてて議議論論がが

行行わわれれたた。。ままたた、、フフロロイイトトのの暴暴力力概概念念ににつついいてて、、最最

近近のの心心理理学学ででははエエデディィププスス・・ココンンププレレッッククススをを生生得得

的的ななももののとと見見なないい考考ええももああるるここととがが指指摘摘さされれたた。。谷谷

氏氏がが報報告告のの最最後後にに引引用用ししたたススーーパパーーママンンのの「「アアメメリリ

カカ的的」」正正義義のの考考ええ方方ににつついいてて、、「「正正義義」」とと「「暴暴力力」」

のの関関連連がが質質問問さされれたた。。（（加加國國  尚尚志志））

  

  

  

  

  

今今後後のの研研究究会会開開催催予予定定  
  

  

井井上上哲哲次次郎郎研研究究会会・・・・・・９９月月      

社社会会開開発発人人口口モモデデルル研研究究会会・・・・・・99／／1188（（土土））～～1199（（日日））  

  

  

  

  


